














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この時期は保守派が実権を握っていました。対抗する自由派は弾圧されているという状況です。その め、弾圧されて る自由派に属する歯医者は、保守派の政府から送 てきた町長と対決せざ をえない しも町長 歯医者 「同志二十人」の命を奪っているのです。それ
がわ
かってくると、 話は歴史の重みが加わってきます。そしてこの小説が実は個人のレベルを超えた、武器を使わない復讐譚になっ とに気 つくのです。　
しかも、自由派が不遇な
















































































































































































































































えるようなことを、彼自身は先に引用した「 実の詩的な置き換え」であるという言い方を ています。ジャーナリスト出身 ガルシア＝マルケスは、初期には現実 現実として小説作品を書きました。そ は社会的動乱期にあって、社会参加が要請されたからだと彼は言っています。　
その後、詩的な文体を積極的に用いることで暗示力が生まれ 表現に








































































































írculo de Lectores,1989 .
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア＝マ
ル
ケ
ス
『百年の孤独』
鼓直訳、
新潮社、
二〇〇六年。
―
『ママ
・
グランデの葬儀』桑名一博訳、新潮社、二〇〇七年。
―
『
純
真
な
エ
レ
ン
デ
ィ
ラ
と
邪
悪
な
祖
母
の
信
じ
が
た
く
も
痛
ま
し
い
物
語
』
野
谷文昭編訳、河出書房新社、
二〇一九年。
―
『族長の秋』鼓直訳、新潮社、二〇〇七年。
―
『予告された殺人の記録』野谷文昭訳、新潮社、二〇〇八年。
―
『グアバの香り』木村榮一訳、岩波書店、二〇一三年。
 
ア
ウ
グ
ス
ト
・
モ
ン
テ
ローソ
『全集
　
そ
の他の物語』
服部綾乃、
石川隆介訳、
書
肆山田、二〇〇八年。
フリオ
・
コルタサル『対岸』寺尾隆吉訳、水声社、二〇一四年。
オラシオ
・
キローガ『野性の蜜』甕由己夫訳、国書刊行会、二〇一二年。
ホルヘ
・
ルイス
・
ボルヘス『伝奇集』鼓直訳、岩波書店、一九九三年。
マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ『
若
い
小
説
家
に
宛
て
た
手
紙
』
木
村
榮
一
訳、
新
潮
社、
二〇〇〇年。
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ『
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
文
学
講
義―
新
た
な
千
年
紀
の
た
め
の
六
つのメモ』米川良夫訳、朝日新聞社、一九九九年。
 
※名古屋外国語大学出版会
・
ＷＬＡＣ
 五周年記念シンポジウム
 
 
（二〇一九年十一月十五日）
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